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≪承認済≫ 

第２回 嘉麻市学校施設整備審議会 会議録 

 

１．審議会等の名称  平成３０年度 第２回嘉麻市学校施設整備審議会 

２．開催日時  平成３０年８月２日（木） １９：００～２０：１５ 

３．開催場所  嘉麻市役所 嘉穂庁舎２階 第１会議室 

４．公開又は非公開の別 公開 

５．非公開の理由（会議を非公開とした場合のみ） 

６．出席者 

 （１）委員 

  会 長 安永卓生 

  副会長 永富靖人 

委 員 村上 生、飯田千鶴美、日高寛司、藤井隆昭 

  ＊欠席委員６名 鬼塚美穂、野上真吾、田中豊和、芳野拓、末吉進一、福永貴義 

 （２）執行機関 

  学校教育課長 柴田きよみ、学校教育課参事 大森雅明、学校教育課長補佐 北冨真治 

学校教育課長補佐 赤坂晋、教育企画係長 山本匡貴、教育企画係 中島貴祐、 

教育企画係 山口陽子 

７．傍聴人数（会議を公開した場合のみ）  ０人 

８．議題及び審議の内容 

 【議題】 

 （１）飯塚市立小中一貫校飯塚鎮西校の視察報告 

 （２）学校施設整備基本方針（案）について 

 【審議の内容】 

 （１）飯塚市立小中一貫校飯塚鎮西校の視察報告 

   〇視察報告について、資料６に沿って説明を行った。（事務局） 

 

 （２）学校施設整備基本方針（案）について 

  説明を受け、審議を行い、次のような質問や意見が出た。（委員） 

  〇日当たりの良い明るい環境や、環境にあった建物づくりをしてほしい。また、地元の木

材を活用してほしい。 

    →嘉穂小学校の建設時もなるべく嘉穂の間伐材を使用した。全てを嘉麻市産の木材を使

用することは厳しいだろうが、森林組合等の協力を得ながら進めていきたい。（事務局） 

   〇嘉麻市は自然が豊かなところなので、自然を生かした施設にしてほしい。地元の良さを

生かした建物づくりをしてほしい。 

〇「学校プールを設置する場合は」とは、設置しない場合も意図しているのか。 

    →今後のプールの利用については、パブリックコメントでもあったように学校プールの

設置又は温水プールの水泳授業使用の可能性について検討している。プールの建設に

は多額の費用が掛かる。しかし、利用する時間は約１か月程度と短い。その期間のた
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めにプールを設置することが望ましいことなのか検討していかなければならない。ま

た、嘉麻市には公設の温水プールが稲築と山田にある為、その利活用も含めたところ

での検討が必要になる。このことからこのような記載にしている。（事務局） 

  〇「通級指導教室設置校では」とは、全ての学校に設置するわけではないのか。 

     →通級指導教室は、嘉麻市内の子どもたちが校区関係なく通ってくることが可能な施設

である。現在は性質の違う通級指導教室を２校設置している。稲築西小学校は、発達

障害の通級指導教室。嘉穂小学校は、言語の通級指導教室。どこに通級指導教室を設

置するのかで、施設の設置が決まってくる。（事務局） 

    〇英語教育は、どのような教育内容になってくるのか。 

    →小学校は、外国語に関して３・４年生で約１５時間。５・６年生は約５０時間として

いる（移行期）、今後５・６年生に関しては、ある程度の読み・書き・話すなどの領域

で評価をしていく。また、中学校は５０分間の授業の中で一定オールイングリッシュ

の授業を組み立てていく目標も示されている。嘉麻市では担任とＡＬＴが共同で外国

語の活動をしている為ネイティブな発音に触れる機会は充実している。（事務局） 

   〇保護者の興味として、子どもの教育があると思う。あの地域の学校はここに力を入れて

いる、成績が良い等、特徴がある学校が増えることで、若い世代の人たちが嘉麻市内あ

るいは近辺に住み着くことに繋がると思う。例えば、新しい教育のひとつの英語に大き

な特徴を出すことも良い方法ではないかと思う。 

  〇視察先の飯塚鎮西校の体育館は、室内の空気循環が良く、体育館の独特な臭いや汗臭さ

を感じなかった。防災避難所の観点からみても、空気循環や換気、衛生面に配慮したつ

くりにしてほしい。 

   〇人数の増減等によって、今後改築や改装が必要になることにも配慮した構造・素材選定

をしてほしい。 

   〇学校衛生基準としてどのようなものがあるのか。 

    →健康的に学校生活を送れるように様々な基準がある。室温については、教室の中の温

度が１７度～２８度が望ましいとされている。嘉麻市は、普通教室のみエアコンの設

置をしている。（事務局） 

   〇耐震するのは非構造部材だけなのか。 

    →新しく建てる施設については、建物自体は耐震化されている。非構造部材というのは

天井・書架・棚等。これらの地震の際の転倒や、天井が崩落する等危険性が指摘され

ている。そのため新たな施設については非構造部材の耐震化もあわせて行うことが大

事になる。（事務局） 

 

９．配布資料 

（１）レジュメ 

（２）第２回嘉麻市学校施設整備審議会 資料 

【資料６】飯塚市小中一貫校飯塚鎮西校（平成３０年４月開校）視察報告 

 


